






















や態度につながって いく のではな いかと考える。 このよ うに ，自 分の問題として捉え，


















































































の 内容項目を吟味する。事前の学習は，子どもたちが道徳的価値への興味 • 関心を高め
るようにした。そのため，活動や体験を十分行うようにした。道徳の学習においても，
事前 ・本時・ 事後と，連続性をもたせた。さらには，道徳科の授業の中で養われた道徳
的諸価値を各教科や領域， 日常生活で実際に発展できる場を設定し，行為へ移すことが
できるようにした。道徳科の学習を中心に，事前の学習と事後の学習を設定し，全教育
活動と関連させた単元を組むことで，自分の問題として捉え考え，実践意欲や態度に結
び付けることができた。
(3) 魅力ある教材
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子どもたちにとって，「問い続け，学び続けたくなる」魅力ある教材との出会いも大
事と考える。上記の (1) とも関わり，子どもたちが興味関心を持ち，教材と自分を近
づけることができる教材選びが大事となってくる。
①資料の精選
子どもたちが興味関心を持ち，感動や共感を呼ぶものとして，感動資料や実話，和歌
山県の話などを取り入れるようにした。
②子どもの意欲を引き出すための工夫
子どもたちが，自ら「話したい」「考えたい」と思えることがまずは大事である。その
ためにも，紙芝居や挿絵，写真，映像，効果音などを効果的に取り入れ，子どもたちの
意欲を引き出すような教材の提示工夫が必要である。 1時間の流れを振り返り，子ども
の心に深く残るように 「心の動きがわかる」「思考が深まる」板書を工夫した。
③中心発問の吟味
子どもたちの一番心に残ったことから話し合い，焦点を絞り，価値に迫るようにする。
そうすることで，自分の問題として捉え，考えようとするであろう 。主人公が価値に
する場面を中心場面とする。 この中心場面で，道徳的価値に迫れるような発間を吟味し
た。
(4) 安心して自分の思いを出すことができる学級風土
多様な考えや感じ方があるか ら， 日々の生活でも衝突したり，言い合いになったりす
る。これまでの生活経験からも 一人一人の考え方や感じ方は違ってくる。そのような多
様な考え方や感じ方を受け入れ，認め合うことができるためには，安心して自分の思い
や考えを出すことができる学級風土が大事となってくる。互いのよさを認め合えるよう
な学級集団の中ではより 一層，新たな見方や考え方，感じ方が生み出されるであろう 。
友だちの考えを受容してから発言できるような話し方を学級で共有したり，時には， ペ
アやグ）レープでの話し合いを取り入れたり，表現力や聴き合う力も高めた。
4. 研究の評価
道徳科の授業については，授業内での 「子どもの言葉」や 1時間の振り返りの記述（ワ
ークシート）から，①自分の問題として教材と向き合えたか，②自分なりに「よりよい
生き方」の再構成につなげることができたかをみとった。 しかし，それだけにとどまら
ず，子どもたちの学校生活全般の行動の記録を適宜とったり，時には子ども自身が自己
の成長や生き方についての振り返りを記述したりすることを通して評価した。
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